
全ての者が  

一つと成る為に 
 

みんな仲間 

生涯の友となろう！ 

 京都プリンスクラブ設

立２５周年おめでとうご

ざいます。心からお慶び申し上げます。 
この度、ブリテンの原稿依頼で１０周年会長期

を振り返る機会をいただき感謝しています。 
 私は、チャーターメンバーとして入会しまし

た。父親がワイズメンでしたのでワイズメンズ

クラブの事は知ってはいましたが活動や詳しい

ことはわからないことばかりでした。とにかく

例会に出席する事、当時のプリンスクラブでは

出席率200％を目標にしていた活気のあるクラ

ブだったと記憶しています。歴代会長の三役・

委員長を経験させていただきワイズとは、ＹＭ

ＣＡとは少しずつ理解出来るようになって来た

頃に“会長”ましてや１０周年の時にとお声が

かかりスポンサーの松本安博様にも相談しまし

た。その当時役員等お声がかかれば断らないと

いう流れがありましたので不安一杯の中お受け

しました。今でも忘れられないのは、坂本会長

からの引継例会の席で宮本隼史様から“ＩＣＡ

Ｎ”自信を持ってやりなさいとお言葉をいただ

いた事です。 
 チャーターからのプリンスクラブは派手さは

ありませんでしたが一つずつ確実にどんな事業

にも積極的に参加してメンバー間の交流・親睦

を重視した事業展開、クラブ運営を歴代会長は

考え実行してこられました。私は“新たなるプ

リンスクラブへの挑戦”～未来に向かって～を

会長標語に過去の１０年間はクラブの大切な財

産としてこれからの１０年・２０年どのように

捉えるのか躍進・活性化を求めてスタートしま

した。私達のやることは一つ、１０周年記念事

業の成功です。各担当者・スタッフ・役員の

皆様はとにかくお一人お一人活発に動いてい

ただきすごく心強かったことを覚えていま

す。記憶に強く残っていますのが沖縄しぃさ

あークラブとのＤＢＣ締結です。沖縄で開催

されていた南東部会に出席して２００名を前

に当時の妹尾正和会長と壇上にて仁科保雄Ｉ

ＢＣ主任立会いの下、締結書にかなり緊張し

震える手でサインしたことは忘れられませ

ん。 

 １０周年記念事業を・記念例会（パネル

ディスカッション～２１世紀の若者像につい

て～）・沖縄しぃさあークラブとのＤＢＣ締

結・阪神淡路大震災復興事業等々に決まるま

でにはＰＴ委員会にて、１０周年記念だから

何か大きな事業をしなければという意見と、

１０周年の今だから足元を見直して長い目で

プリンスクラブの将来を見据えて行く機会に

と、１０周年を点で捉えるのか線で捉えるの

か等委員会メンバーで話し合われ時には激論

になることもしばしば見られクラブの今後を

真剣に思っておられる事を再確認しました。

しかし、最終的に私自身がリーダーシップを

発揮できてなくてプリンスクラブにとって大

切なメンバーを失ってしまったことは申し訳

なく今でも残念であったと思っています。 
 プリンスクラブ在籍中には国内外を問わず

人との出会いや、様々な事業活動を経験させ

ていただき私にとって財産になっておりま

す。２５周年を機に京都プリンスクラブの今

後益々の発展を心よりお祈り申し上げます。 
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Audere est Facere － To dare is to do  とにかくやろう － 成せば成る 

To dare is to do  とにかくやろう － 成せば成る 

ワイズの原点、愛と奉仕で社会に貢献  理想を目指して変革と行動！ 

志を共有し、小さな一歩大きな前進 ～思いやりと感謝の気持ちで粘り強く～ 

メンと共に歩める喜び 

聖    

句 

『 第１１代会長時の思い出  』 

第11代会長  鈴木 雅一  

会長主題 

１日(水) ＴＯＦ例会 
諸事情によりＴＯＦ例会を

兼ねての半期総会です。

下半期に向けての建設的

な意見を期待します。 

 

２５日(土) ２５周年記念

例会 
設立２５周年記念例会。

200人を越えるご参加の声

を聞いています。１年に渡る

準備も万全。メネットの協

力も得て、この記念例会を

成功させましょう。 

２月 例会案内 

例会出席 

１月第一例会   １２名 

１月第二例会    ９名 

在籍者数     １６名 

広義会員数     ２名 

出席率      92.8％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現 金        0円 

累 計        0円 

           0円 

 

 

累 計     299,432円 

１月第一例会    0円 

１月第二例会    0円 

累 計     20,000円 

ＴＯＦ・ＣＳ・ＦＦ 

愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利益を求めず、

いらだたず、恨みを抱かない。不義を喜ばず、真実を喜ぶ。すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべ

てに耐える。愛は決して滅びない。  

コリントの信徒への手紙一 13章4～8節 



永濱貴章 

 ２０１２年１月第一例会は、新年例会と言う事もあり先斗町なごみ屋

「連」に於いて開催され、当ワイズメン・メネット、ウエルクラブのメン

バー、他一人のメンバー候補をお迎えして、旬の素材を生かした和風

創作料理に舌鼓をし、お酒もあり楽しい時間を仲間と共に過ごす事が

出来たと思います。 

私達メンバーの課題でもありますクラブ会員増強も少しずつですが達

成できている事は、喜ばしい限りです。引き続き努力してゆきましょう。今年は、プリンスク

ラブにとって、２５周年記念例会の年であり、開催に向けメンバー全員が頑張っている

中、力強い事だと思います。 

この記念事業は、プリンスクラブにとって一つの区切りでありますが、これからのクラブ

の発展と飛躍の元年にしようではありませんか。現在闘病中の西堀ワイズが、今年中に

復帰される事と、年頭に当たり皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

 

松田博一  

 新年を迎えた１月７日（土）、先斗町にある料亭「蓮」で行われたプリンスク

ラブ新年例会にゲストとして、我々ウェルクラブも参加させていただいた。ウェ

ルクラブは、１月の例会が「半期総会」と「ＣＳチャリティーボウリング」と

なっているため、新年会の予定がなく、今回プリンスクラブの新年例会に参加さ

せていただけたことが、クラブとしても、ちょうどよい親睦の場となった。 

 プリンクラブは、新メンバー２名を迎えられ、加えてメンバー候補の方も、１

名ゲストとして参加されていた。多くのメネットも参加されていたので、大変賑

やか新年例会となっていた。多くのメネットの参加、そてに新しいゲストと、例

会がいつも賑やかになる、この辺がプリンスクラブの強みなのだと感じた。 

 お料理の鴨鍋を美味しくいただきながら、ウェルクラブもなんとか新しいメン

バーを迎えることができないものか考えていたが、お酒もすすんで酔いがまわっ

てくる頃には、すっかり宴会気分に浸って、そんなことは全く考えていなかっ

た。「なんとかしなければ」もいつしか「なんとかなるだろう」と夢心地になっ

ていた。 

 何はともあれ、新年早々大変楽しいいと時を過ごすことができました。プリン

クラブの皆様、大変ありがとうございまた。本年もどうぞ宜しくお願いいたしま

す。 

 2011年２月25日 プリンスクラブ設立２５周年記念例会をグランドプリンスホテルにて開催 

２０１２．１．７ 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

第二例会   
2012.1.18 

ブリテン委員会 

 例年なら半期総会が開かれるはずである１月第二例会が、急遽２５周年記念例

会準備例会となり、記念例会に向けての諸案件を検討し、またこの先各自が何時

までに何をしなくてはならないのかの確認がなされた。 

 この時点で、記念例会の規模が、ほぼ２００人となる事が予測でき、ホテル側

との具体的な交渉も可能と成り、記念例会をするにあたっての当初予算内で、満

足のゆく例会になるように交渉して欲しいとの意見が出され、この先の実行委員

長の腕に期待がかかった。 

 また、京都ＹＭＣＡへのアクトは、会長の強い希望もあって、設立以来、我が

クラブが積極的に関わってきたサバエキャンプ場に、新しいシャワー設備を贈呈

する事が本決まりと成り、この事に関して京都ＹＭＣＡの久保田主事と相談する

こことなった。 

 １ヶ月余りを残すこの時期になって初めて個々の詳細が決定され、遅きに逸し

た様に思いがちだが、メンバー全員が納得しての事なので、後は実行に移すのみ

で、成功疑いなしであろう。何となく、２５周年を過ぎたプリンスに期待が持て

そうな気がしてきたが、開かれるはずの半期総会が、一方的に次の例会へ延期さ

れた事には、一抹の不安を抱かざるを得ない。 

新年例会   



 今年の寒さは特別ですね。こちらも先週は３日ほど雪が降りました。 

 １月２１日、以前会をしたことにある「次郎丸」で西中国部新年合同例会をいたしました。  

 西条酒作り保存会の方による、゛西条酒作りうた゛゛西条盆踊り゛などを賑やかに歌って始めました。昔は西条は盆踊りが盛ん

で近郷からたくさんの人が踊りに来ていたそうです。 

今年もファンドつくりに酒粕の販売を予定しています。その節にはよろしくお願いいたします。 

２５日にお会いいたしましょう。 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 １月の第一例会は、在京ワイズ合同新年会に合流の形で行われました。出席したメンバーが

在京のワイズと交流しただけの例会になりました。もちろん、二次会、三次会(原さん宅)と流れま

したが。 

第二例会は、グラディス(長津君のお店)で行われ、東京ＹＭＣＡ山手学舎で舎生を交えて行われる予定の２月第一例会

「鍋パーティー例会」の打ち合わせ、あずさ部第二回評議会、京都プリンス２５周年の打ち合わせ等を行い、何時もの通りに

ビールと食事を楽しみ散会しました。 

かくのごとく、ほとんど活動なしの状態でした。寒い時は冬眠もやむを得ないかとも考えていますが･･･。 



１．新年度プログラム募集 

子供たちのウエルネスプログラムの新年度募集

を行います。ご参加をお待ちしております。受付

はお電話にて受け賜ります。 

スイミングスクール／幼児・少年体育活動          

２月22日(水) 午前１０時より電話075-255-4709 

グローバルアウトドアクラブ 

２月22日(水) 午前１０時より電話075-231-4388 

電話075-231-4388 

２．春休みスキーのお知らせ 

春休みのスキープログラムの参加者募集中。春

の陽気の中でシュプールをえがきましょう。是非

ご参加ください。 

リトルキッズスキー春 小学１年～２年生  

３月26日(月)朝～30日(金)朝 

志賀高原天ヶ原スキー場 

小学生スキー 春 小学３年～６年生 

３月26日(月)朝～30日(金)朝 

志賀高原天ヶ原スキー場 

中高生スキー春 中学１年～高校３年生 

３月24日(土)夜～30日(金)朝 

志賀高原ジャイアントスキー場 

チャレンジスキー春小学４年～高校３年生３月

24日(土)夜～30日(金)朝 

志賀高原ジャイアントスキー場 

※チャレンジスキーは緩斜面での確実なパラレ

ル操作が出来る方 中・上級者向き 

３．春休み小豆島少年少女キャンプ参加者募集 

カヌー・ヨット・釣りなどのマリンｽﾎﾟｰﾂ、磯観察

やクラフトなどのプログラムの中から、グループ

毎に選択して楽しみます。神戸ＹＭＣＡの子ども

達と一緒にキャンプを過ごします。きっと新しい

友達がたくさんできるでしょう。 

神戸ＹＭＣＡ余島キャンプ場(香川県小豆郡余

島) 

３月26日（月）～３月30日（金） ４泊５日 
小学校３年生～高校３年生〔2011年度〕 

定員２０名 

小学生54,000円・中高生57,000円 

(会員以外の方は申し込み時にシーズン（臨時）

会費2,000円が必要です。) 

４．2011年度卒業生リーダー祝会お知らせ 

今年も多くの少年リーダーが社会に巣立とうとし

ております。ＹＭＣＡでの活動に捧げていただい

た労力と時間は、明日をつくる子どもたちの大き

な糧となったに違いありません。情熱ある働きに

感謝するとともに、ＹＭＣＡでの経験が今後にい

かされることを祈ってともに祝いたいと思います。 

日時 ３月１１日(日)   

場所 京都ＹＭＣＡ 三条本館マナホール 

５．創立１２３年会員集会  

日時 ２月18日(土)  午後６時30分～８時30分 

場所 京都ＹＭＣＡ 三条本館 地階 マナホール 

内容 第１部 創立記念感謝礼拝  第２部 講

演 「震災から1年 仙台ＹＭＣＡの働き」 

～仙台ＹＭＣＡのこれまでの働きと今後の支援の

方向性について～ 

講師 仙台ＹＭＣＡ 総主事 大野浩悦氏 

６．春休みスイミング・デイキャンプ・鉄棒とび箱

が好きになる教室 

Ａ.春休みスイミングスクール 

３月25日(日)～30日(金)  連続６日間   

新年中・新年長(平成１8年４月２日～平成20年４

月１日生)／新小学1年生～新中学3年生 

京都ＹＭＣＡウエルネスセンター室内温水ﾌﾟｰﾙ 

費用  8,000円 

Ｂ.鉄棒・とび箱が好きになる教室   

連続５日間   定員各クラス１５名 

３月25日(日)～29日(木)    連続５日間 

Ａクラス  新小学1年生～４年生    

午前９時～１０時１０分 

Ｂクラス  新幼児年中～小学１年生     

午前１０時２５分～１１時３５分 

Ｃクラス  新幼児年中～小学１年生    

午後１時～２時１０分 

Ｄクラス  新小学1年生～４年生    

午後２時２５分～３時３５分 

京都ＹＭＣＡウエルネスセンター地下マナホール 

費用  10,000円 

Ｃ.デイキャンプ   日帰り連続４日間   

◎幼児 たんぽぽ   ３月26日(月)～29日(木)  

午前９時30分～午後４時30分    

年少・年長(平成17年4月2日～平成20年4月1日

生)  定員３０名   費用  28,000円 

◎小学生つくしんぼ ３月26日(月)～29日(木)  

午前９時～午後５時 

小学１年～６年生 定員３０名  費用  28,000円 

※いづれも会員外の方はシーズン(臨時)会費

2,000円が必要です。 

 

 

 

 

 

ＹＭＣＡでは、全国各地での事

業ならびに運動の指針として

「ＹＭＣＡの願い」を礎として取

り組んでいます。 

 

ＹＭＣＡの願い 

ＹＭＣＡでは活動を通して次の

ことを学びます。 

「自分のいのちとみんなのい

のちを大切にすること」 

「世界、地域のひとりとして責

任があること」 

「世界と地球を見つめ、考え、

行動すること」 

「ボランティア精神とリーダー

シップを身につけること」 

「すこやかな心とからだを育む

こと」 

ＹＭＣＡでは、これらを実現す

るために、 

「思いやり」「誠実さ」「尊敬心」

「責任感」をすべての場面で大

切にしています。 

 

東日本大震災以降、新しい生

き方が求められています。世

界的にも経済、環境ならびに

政情の不安定さなどが混沌と

した中で、ＹＭＣＡの願いに基

づく生き方が、今まさに必要で

あると認識しています。 

さて、創立記念会員集会で

は、仙台ＹＭＣＡを拠点として

のこれまでのＹＭＣＡ・ワイズメ

ンの働き、そして、これから求

められていることについて共

有させていただきます。 

また、２月には台湾台中ＹＭＣ

Ａ、韓国仁川ＹＭＣＡにグロー

バルコミュニティスタディーツ

アーとしてリーダーが派遣され

ます。３月にはＹＭＣＡで育ま

れた卒業リーダーが巣立って

いきます。それぞれをいつもお

憶えいただきお支え頂いてい

ますことを感謝いたします。 

 

2011年２月２５日 プリンスクラブ設立２５周年記念例会をグランドプリンスホテルにて開催 

 

 １日(日)ＴＯＦ例会 

  19:00 グランドプリンスホテル 

１９日(日) 全国車椅子駅伝 

２５日(土) 設立２５周年記念例会 

  16:00 グランドプリンスホテル 

２９日(水) 役員会 

  19:30 京都ＹＭＣＡ 

２月 スケジュール 
 

承認された議案  なし 

 

 １日  廣井 武司 

１３日  北野 功治 

１７日  岡西 博司 


